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事業事前評価表（無償資金協力）事業事前評価表（無償資金協力）事業事前評価表（無償資金協力）事業事前評価表（無償資金協力） 
 

1. 1. 1. 1. 協力対象事業名協力対象事業名協力対象事業名協力対象事業名    

ユーゴースラヴィア連邦共和国 バイナ・バシュタ揚水発電所改修計画 

2. 2. 2. 2. わが国が援助することの必要性・妥当性わが国が援助することの必要性・妥当性わが国が援助することの必要性・妥当性わが国が援助することの必要性・妥当性    

(1) ユーゴースラヴィア国は、約 10 年間にわたるミロシェヴィッチ前大統領下の民族主義的な政

策の後、 2000 年 10 月にコシュトゥニツァ新政権が誕生した。国際社会はこの民主的な政権

交代を歓迎し、各国が協調しつつ同国の民主化や国際社会への復帰を支援する考えである。

その一環として EU をはじめとする各国は 2000 年 10月に経済制裁を原則解除し、越冬対策等

の緊急援助を実施した。本プロジェクトはその後 2001 年 6 月に行われた新生ユーゴースラヴ

ィア国支援国会合において、わが国が表明した総額 5,000 万ドルの無償資金協力案件のコン

ポーネントのひとつとして位置付けられている。 

(2) ユーゴースラヴィア国の近年における電力需給バランスは、1992 年以来の国連を初めとする

欧米諸国の経済制裁に起因する資金不足が原因で、発電設備の維持管理や予備品が不足し電

力供給量の減少がある一方、利便性が高く安価な電力の使用量が増大し（冬季の電力需要の

約 40%は住民の暖房用）大幅な電力不足をきたしている。ユーゴースラヴィア国はこの不足電

力を近隣国からの輸入（2000 年度は必要電力量の約 13%）に依存しているため、財政負担が

増大するのみならず、計画停電が一層広がり、結果として市民生活の安定化における大きな

支障となっている。 

(3) 本プロジェクト対象発電所であるバイナ・バシュタ揚水発電所は、日本輸出入銀行（現国際

協力銀行）の融資をもとに建設され、1982 年より運転を開始している。本発電所はユーゴー

スラヴィア国唯一の揚水発電設備であり、需要の少ない時間帯の余剰電力を利用して揚水し、

需要の高い時間帯に発電する最も経済的な発電設備であるとともに、電力需要のピーク時に

はユーゴースラヴィア国全土の約 1 割の電力需要を担う重要な発電設備である。しかし、運

転開始から既に 20 年が経過しているが、過去一度もメジャー・オーバーホールを実施してお

らず、経年劣化および予備品不足により設備の安全な稼働に支障をきたしている。 

3. 3. 3. 3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標）協力対象事業の目的（プロジェクト目標）協力対象事業の目的（プロジェクト目標）協力対象事業の目的（プロジェクト目標）    

バイナ・バシュタ揚水発電所が安定した信頼性の高い電力供給を行うとともに、設備稼働率が

向上することを目的とする。 

4. 4. 4. 4. 協力対象事業の内容協力対象事業の内容協力対象事業の内容協力対象事業の内容    

(1) 対象地域 

ユーゴースラヴィア国全域 

(2)  アウトプット 

バイナ・バシュタ揚水発電所の 1 および 2 号機の主要部品が更新される。 

(3)  インプット 

1 および 2 号ポンプ水車、発電電動機および関連設備のメジャー・オーバーホールに必要な

資機材および消耗品､特殊工具の調達および据付の指導 
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(4) 総事業費 

概算事業費 14.12 億円（日本側 13.39 億円、ユーゴースラヴィア国側 7,350 万円） 

(5) スケジュール 

詳細設計を含め 28 ヶ月の予定 

(6) 実施体制 

1) 主管官庁： セルビア共和国鉱業エネルギー省（MME） 

2) 実施機関： セルビア電力産業公社（EPS） 

（実際の改修作業は EPS の傘下にあるドリナ水力発電公社(DHP)が行う。） 

5. 5. 5. 5. プロジェクトの成果プロジェクトの成果プロジェクトの成果プロジェクトの成果    

(1)  プロジェクトにて裨益をうける対象の範囲および規模 

ユーゴースラヴィア国民約 1,060 万人 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果指標 

1)電力供給信頼性の向上（年間緊急停止回数の減少） 

（年間） 

項目項目項目項目    
改修前改修前改修前改修前    

(2001(2001(2001(2001 年年年年))))    

改修後改修後改修後改修後    

(2007(2007(2007(2007 年年年年))))    

1 号発電設備 7 回 3 回以下 

2 号発電設備 11 回 3 回以下 

共通設備 6 回 3 回以下 

合計 24 回 9 回以下 

*改修後の回数は、2001 年の緊急停止回数のうち、本計画にて調達・据付される部品以外の原因

により発生する回数。 

 

2) 設備稼働率の向上 

項目項目項目項目    
改修前改修前改修前改修前    

(2001(2001(2001(2001 年年年年))))    

改修後改修後改修後改修後    

(2007(2007(2007(2007 年年年年))))    

年間稼働時間 2,918 *1 3,000 以上 

設備利用率*3 12.4 % *2 15 %以上 

*1:過去 20 年間の平均、 *2：2000 年度実績  

*3：設備稼働率＝（発電出力×年間稼働時間）／（最大発電出力 614 MW×365 日×24 時間） 

註）揚水発電所はその性質上、需要ピーク時に稼動（発電）するため、1 日約３～４時間程度の

稼働が一般的。なお、稼働率が 2.6％上昇することにより、約 140 MWｈの発電が可能となり、こ

れはユーゴースラヴィア国の一般家庭約 27,000 軒分の年間消費量に相当する。 

(3) その他の成果指標 

1) 維持管理費の低減 

現状の維持管理費が低減する。 

項目項目項目項目    
改修前改修前改修前改修前    

(2000(2000(2000(2000 年年年年))))    

改修後改修後改修後改修後    

(2007(2007(2007(2007 年年年年))))    

維持管理費 8.8 Din./kWh 7 Din./kWh 以下 

*Din.＝ディナール 1Din.＝約 1.98円（2001年 3月現在） 

参考）2000年度の発電電力量は 668,230kWhであり、維持管理費は 588万 Din.（約 1,164万円）であった。 
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６．外部要因リスク６．外部要因リスク６．外部要因リスク６．外部要因リスク    

(1) ユーゴースラヴィア国側によるオーバーホール作業の実施 

調達機材の据付（既存設備の分解・組み立てを含む）はユーゴースラヴィア国

側が実施するが、実施に必要な予算および作業員の確保を行い、日本側から派遣

された技術者の指導の下、適切なオーバーホール作業を実施する必要がある。 

(2) ユーゴースラヴィア国側によるオーバーホール作業後の維持管理の実施 

オーバーホール作業後、予備品購入等に必要な予算を確保し、対象発電設備の

定期的な点検・保守作業を実施する必要がある。 

(3) 電力需要の大幅な減少 

天候(冬季)の激変等がなく、平年通りの電力需要が見込まれること。 

７．今後の評価計画７．今後の評価計画７．今後の評価計画７．今後の評価計画    

(1) 事後評価に用いる成果指標 

1) １および 2号機の緊急停止回数 

2) 設備稼働率 

3) 維持管理費 

 (2) 評価のタイミング 

事業終了後、3 年後を目途に事後評価予定 
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収集資料リスト収集資料リスト収集資料リスト収集資料リスト    

調査名  ユーゴースラヴィア連邦共和国 バイナ・バシュタ揚水発電所改修計画基本設計調査  

番号 名 称 
形態 

図書・ビデオ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発  行  機  関 発行年 

1 Mid Term Plan (2002 ～2006) 図書 コピー Electric Power Industry of Serbia 

(EPS) 
 

2 An Outline of EPS 図書 コピー EPS  

3 Light, Despite of … 図書 コピー EPS  

4 Annual Report: 2000 図書 コピー EPS  

5 Annual Report: 1999 図書 コピー EPS  

6 Annual Report: 1997 図書 コピー EPS  

7 
Federal Republic of Yugoslavia: Breaking with the Past 

The Path to Stability and Growth 

Volume 2: Assistance Priorities and Sectoral Analyses 

図書 コピー WB/EU  

8 

Project Appraisal Document on a Proposed Grant in the 

Amount of US$6.0 Million Equivalent to the Federal Republic of 

Yugoslavia for a Electric Power Emergency Reconstruction 

Project 

図書 コピー WB 2001 年 

9 Federal Republic of Yugoslavia: 2001 Action Plan 図書 コピー European Bank for Reconstruction 

and Development (EBRD) 
 

10 Progress of the main components of the programme 図書 コピー European Agency for Reconstruction 

Operation division in Serbia 
2001 年 
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